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１．研究事業名 栃⽊県内における震災⽀援学⽣ボランティアネットワーク構築に向けた基礎的

調査 

２．実施年度 平成26年度 

３．研究成果等 (1)栃⽊県内の⾼等教育機関に関して、東⽇本⼤震災以降の⽀援活動について、

⼤学ホームページ、関係機関、新聞記事等の報道を通じて調査した。その結果、

東⽇本⼤震災から4年が経ち、⾼等教育機関としての組織的取り組みはあまり⾒

られなくなっていることがわかった。震災⽀援学⽣ボランティアに関する県内

のネットワーク化の動きもない。 

(2)⼤学間連携の先⾏事例に関していわてGINGA-NET(岩⼿県⽴⼤学が⽀援)、

⼤学間連携災害ボランティアネットワーク(東北学院⼤学が事務局)、さくらネ

ット(神⼾市のNPO)より災害ボランティアに関する⼤学間連携の様⼦や⽀援の

仕組みについて調査した。調査内容より①⼀機関が⾏う活動には限りがあり複

数⼤学が参加することでより多くの成果が得られること②被災地に⼊る際の現

地受け⼊れ機関があることでより円滑に活動が展開できること③⽇常的なネッ

トワークから災害時の協働活動に発展させる仕組みづくりが必要なことなどが

わかった。 

４． 当初、調査結果を踏まえて県内の⾼等教育機関に呼びかけたネットワークづく



今後の課題及び

発展性 

りへの呼びかけを⾏いたいと考えていたが、準備が進まず、本研究期間内では

実施することができなかった。先⾏事例に関する調査からも⽇常的なネットワ

ークから災害時の協働活動に発展させる仕組みづくりを通して、災害時の学⽣

の⽀援活動への参画が容易になることがわかった。今秋、関東・東北豪⾬災害

が発⽣し栃⽊県も⼤きな被害を受けた。多くの学⽣が災害ボランティアとして

活動したが、県内⾼等教育機関のネットワークがあれば、県外の学⽣の受け⼊

れも含めよりスムーズにできたのではないかと考えられるので、今後も県内ネ

ットワークづくりに向けて調査研究などを⾏っていきたい。 

 


